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する操作を４つの章（はじめに、写真管理、電子納品、 

アルバム編集）に分けて、簡単なサンプルを用いて 

解説しています。 
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本書は、下図のようなイメージで構成され、 

実際の手順を番号付きで説明しています。 

初心者の方でも、簡単に操作方法をマスター

することができます。 

本書は、下記のような用語やマークを使用して、

操作を解説しています。 

操作の手順とその

内容を記載してい

ます。 

 

手順に対する場面

を示しています。 

 

「 」  メッセージや入力する値などを表します。  

［ ］  メニュー・コマンド・ボタン・画面などの名前を表します。 

クリック マウスの左ボタンを1回押す動作のことです。 

ダブルクリック マウスの左ボタンをすばやく2回押す動作のことです。 

ドラッグ＆ドロップ  マウスのボタンを押しながらマウスを移動し、移動後にそ
のボタンを離す動作のことです。 

用 語 マーク 説 明 

マウスポインタ  マウス本体の動きに合わせて移動するディスプレイ上の
白矢印のことです。場面によって変化します。 

章のタイトル名

（ツメ）です。 

 

節のタイトル名

（ツメ）です。 

 

ページ番号です。 

 

ナビちゃんのつぶ

やきに対しては 
※「022_ナビちゃ

んのつぶやき 
（ 写 真 ・ 電 子 納

品）.pdf」を用意し

ています。 

 

本書の使い方 

表記について 

機能や操作中の

ポイントを記載し

ています。 

 

※「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」は、「FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」に格納されています。  
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電子納品成果を作成する 
準備をしましょう。 

はじめに  

写真 

書類 
図面 

媒体納品書 

電子納品用データ 

成果データ 

まず、「１ 準備」（P.2）で電子納品データを 
スムーズに作成するためのポイントを確認し、
サンプルデータをインストールしましょう。 

その後、「２ 新規工事作成」（P.4）で、 
EX-TREND 武蔵インデックスを起動して 
新規工事を作成しましょう。 
 



 は
じ
め
に 

１ 

準
備 

1 - 2  事前協議はしっかりと行いましょう 

1 - 1  基準案、ガイドラインは確認済みですか？ 

1 
 

準備 

電子納品データをスムーズに作成するためのポイントを確認しておきましょう。 
本書では、写真・書類・図面を電子納品する操作を解説しています。 

基準案によって納品する成果データの種類やファイル形式が異なる場合があります。発注元が出しているガイドライン、 
納品要領基準書を準備して、内容をしっかりと確認しておきましょう。 

 

基準案・ガイドラインは、各省庁または各自治体のWebサイトで公開されている場合もあります。 

 国土交通省の場合は、 http://www.cals-ed.go.jp/ で 

公開されています。（2015/6月時点） 

 

基準案とは異なる形式で納品する部分や、基準案で規定されていない部分については、事前協議によりしっかりと 

決めておく必要があります。 
 

「事前協議チェックシート」などを準備して、チェックしておくといいでしょう。 

（下図：国土交通省 事前協議チェックシート） 

 

2 



 

１ 

準
備 

は
じ
め
に 

サンプルデータの内容 

 

 

 

1 
 

2 

3 

「インストールDVD」をコンピューターにセットします。 

エクスプローラでDVD内の 

”\各種資料\武蔵\入門編” 

フォルダーにある 

”電納V13_入門編サンプル工事（工事）.EXE” 

をダブルクリックします。 

展開先のフォルダーを確認して、［OK］ボタンを押し 

ます。 
 
※ 展開先のフォルダーは変更しないでください。 
（“C:\FCAPP”） 
 
サンプルデータがコンピューターにインストール 
されます。 

「インストールDVD」 

1 

3 

「インストールDVD」を

セットします。 

※展開先のフォルダーは変更しないでください。 

展開先のフォルダー以下に 

 “電納V13_入門編サンプル工事（工事）” 

フォルダーが自動作成されます。 

2 

本書で使用するサンプルデータをインストールしましょう。 
「インストールDVD」には、本書の解説で使用する電子納品ツールのサンプルデータが収められています。 
サンプルデータのインストールは、以下の手順で行ってください。 

電納V13_入門編サンプル 
工事（工事）.EXE 

［\各種資料\武蔵\入門編］フォルダー 

1 - 3  サンプルデータをインストールする 

 「電子納品ツール」データサンプル 

 

チェックと出力の練習などにお使いください。 

 

 

 

 各種サンプルデータ 

ファイル登録の練習などにお使いください。 

 

 

 

 電子納品データ出力例 

2 

3 



 は
じ
め
に 

２ 

新
規
工
事
作
成 

2 - 1  新規に工事を作成する 

2 
 

新規工事作成 

新規工事を作成してみましょう。 
 

［EX-TREND武蔵 インデックス］の［新規工事］の［新しく工事を作成する］で新規に工事を作成します。 

 

［EX-TREND武蔵 インデックス］をダブル 

クリックします。 
1 
 

2 

3 

［新規工事］をクリックします。 2 

［新しく工事を作成する］をクリックします。 3 

1 

自社情報について 

起動時下記のようなメッセージが表示された場合は、 

必要に応じて自社情報を入力してください。 

4 



 

２ 

新
規
工
事
作
成 

は
じ
め
に 

工事情報を入力します。 

操作例では、工事名称、発注年度

（西暦）、工事番号、工事箇所、河川

路線名等、工期開始・終了日を 

入力します。 

4 

5 6 

4
 

8 

7 

9 

［電子納品を行う］のチェックをクリック 

してオンにします。 
5 

［要領・基準案の選択］をクリック 

します。 
6 

地域、適用事業、分野、ガイドライン、 

要領案、年度を選択します。 

操作例では、「東京都」「一般土木」 

「土木」「国土交通省（平成２２年０９ 

月）」を選択して、解説します。 

7 

［OK］をクリックします。 8 

［次へ］をクリックします。 9 

5 



 は
じ
め
に 

２ 

新
規
工
事
作
成 

基準案の選択を間違えました。 
訂正できますか？ 

［工事］－［電子納品要領・基準案の選択］で、

基準案を変更してください。 

工事情報は、［電子納品ツール］の

工事情報にも連動します。 

10 

11 

10 
受注者情報、発注者情報を入力 

します。 

11 ［作成］をクリックします。 

［自社情報から設定］をクリックすると、自社情報の 

組織を［受注者名］にセットします。［現場代理人］ 

［主任技術者］［監理技術者］には、自社組織の 

人材の中から、人材情報の［役割］が「現場代理人」 

「主任技術者」「監理技術者」に設定されている人材 

をそれぞれセットします。 

6 



 

 

  

1 写真管理起動 

2 分類作成 
 

新規工事を作成できましたか？ 

次に［写真管理］を起動して、写真を 

取り込み、写真のデータを作成して 

みましょう。 

写真管理 

3 写真の取り込み 
 4 写真の仕分け 

5 写真の情報入力 

6 代表写真の設定 

7 アルバム作成 

8 電子納品出力 



 写
真
管
理 

１ 

写
真
管
理
起
動 

1 - 1  ［写真管理］を起動する 

1 
 

写真管理起動 

［写真管理］を起動してみましょう。 

［写真管理］を起動します。 

作成した工事をダブルクリック 

します。 
1 
 

1 

3 

2 

［写真管理］をクリックします。 2 

［写真管理をおこなうには、

ここをダブルクリックしてくだ

さい。］をダブルクリック 

します。 

3 

8 



 

１ 

写
真
管
理
起
動 

写
真
管
理 

作成する分類を確認します。 4 

5 

4 

分類ツリーが表示

されます。 

［OK］をクリックします。 5 

9 



 写
真
管
理 

２ 

分
類
作
成 2 - 1  手入力で分類を作成する 

2 
 

分類作成 

分類を作成しましょう。分類作成には以下のような方法があります。 

・手入力で分類を作成する 

・工事テンプレートから分類を作成する 

・インデックスで登録されている分類を利用する 

操作例では、手入力で分類を作成後、工事テンプレートから分類を追加する操作を解説します。 

インデックスで登録されている分類を利用する操作は、メモで記載します。 

分類ツリーで、分類を作成します。 
操作例では、右図のような分類を作成する操作を解説します。 

①「施工状況写真」の下層に「擁壁工」－「作業土工」以下を作成する 

②同様に「擁壁工」の下層に「プレキャスト擁壁工」以下を作成する 

③「品質管理写真」の下層に「導水工」を作成する 

④「出来形管理写真」の下層に「擁壁工」以下を作成する 
 

① 

② 

③ 

④ 

①「施工状況写真」の下層に「擁壁工」－「作業土工」以下を作成する 

1 
2 

「施工状況写真」をクリック

します。 
1 
 

4 

3 

「施工状況写真」の下層に

「擁壁工」が作成されます。 

マウスの右ボタンを押して、 

ポップアップメニューの 

［追加］をクリックします。 

2 

名称に「擁壁工」と入力

します。 
3 

［追加］をクリックします。 4 

10 



 

２ 

分
類
作
成 

写
真
管
理 

［基準情報］をクリックすると、選択されている 

基準案（本書では「国土交通省（平成２２年９月）」の 

規定分類）を確認できます。 

基準に沿っていない名称を入力したときは、エラー 

メッセージが赤色で表示されます。 

（エラーメッセージが表示されるだけで、入力する 

ことは可能です。） 

「擁壁工」をクリックします。 5 

5 

6 

7 

名称に「作業土工」と入力

します。 
6 

［追加］をクリックします。 7 

「擁壁工」の下層に「作業

土工」が作成されます。 

 

11 



 写
真
管
理 

２ 

分
類
作
成 

禁則文字について 

禁則文字は、入力時に自動変換します。 

自動変換する禁則文字の種類（全角英数字、半角カタカナ、全角記号、機種依存文字）は、［設定］の［入力］で変更する 

こともできます。 

 

10 

「作業土工」をクリックします。 8 

［禁則文字一覧を確認する］をクリックすると、

禁則文字を一覧で確認できます。 

8 

9 

10 

 

「作業土工」の下層に 

「（床堀り）」が作成され

ます。 

11 

12 「作業土工」の下層に 

「（埋戻し）」が作成され

ます。 

名称に「（床掘り）」と入力

します。 
9 

［追加］をクリックします。 

11 名称に「（埋戻し）」と入力

します。 

12 ［追加］をクリックします。 

1 

2 

3 
［設定］をクリックします。 1 

 

［入力］をクリックします。 2 

変換する禁則文字の種類を

設定します。 
3 

12 



 

２ 

分
類
作
成 

写
真
管
理 

②同様に「擁壁工」の下層に「プレキャスト擁壁工」以下を作成する 

③「品質管理写真」の下層に「導水工」を作成する 

「品質管理写真」をクリックし、名称に「導水工」と

入力して、［追加］をクリックします。 

「擁壁工」をクリックし、名称に「プレキャスト擁壁工」と入力して、

［追加］をクリックします。 

1 

「プレキャスト擁壁工」をクリックし、名称に「プレキャスト

逆Ｔ型擁壁」と入力して、［追加］をクリックします。 

3 
「プレキャスト擁壁工」をクリックし、名称に「プレキャスト

Ｌ型擁壁」と入力して、［追加］をクリックします。 

2 

13 



 写
真
管
理 

２ 

分
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④「出来形管理写真」の下層に「擁壁工」以下を作成する 

「出来形管理写真」をクリック 

します。 
1 
 

1 

2 

3 

4 

名称の［▼］をクリックします。 2 

「擁壁工」をクリックします。 3 

［▼］をクリックすると、履歴が表示されます。

本書のように、既に「施工状況写真」で 

入力済みの名称を入力するときは、 

［▼］をクリックして、履歴から入力することも 

できます。 

［追加］をクリックします。 4 

同様に、左画面のように 

「擁壁工」以下の分類を 

作成します。 

5 

6 

5 

分類の作成を終了したら、 

［閉じる］をクリックします。 
6 

同様に、「擁壁工」以下の

分類を作成します。 

14 



 

２ 

分
類
作
成 

写
真
管
理 

工事テンプレートとは 

分類、出来形の設定項目、写真など毎回使用するデータをあらかじめ入力したデータのことです。 

初期出荷時には、国土交通省各地方局または各県土木の「土木共通仕様書」に記載されています「施工管理基準」の

規格値・基本形状を入力したテンプレートを用意しています。 

ローカルマスター（工事テンプレートを含む）の更新は、インデックスの［ヘルプ］－［ローカルマスターの更新］で行うことが

できます。 

2 - 2  工事テンプレートから分類を追加する 
［分類読込］で工事テンプレートから分類を作成することができます。 

操作例では、基準案「国土交通省 デジタル写真管理情報基準 平成２２年09月版」を選択しているので、 
「国土交通省：道路編」から分類を追加する操作を解説します。 

1 

2 

3 

4 

6 
5 

「分類読込」をクリックします。 1 
 

テンプレート名、グループ名、登録名を 

選択します。 

操作例では「0000_国土交通省」 

「道路編」「道路改良」を選択します。 

2 

分類を選択します。 

操作例では「排水構造物工（小型水路 

工」－「排水工（小段排水・縦排水）」－ 

「プレキャストＵ型側溝」「L 型側溝工」を 

選択します。 

3 

［読込］をクリックします。 4 

分類が作成されたことを確認します。 5 

［終了］をクリックします。 6 

選択した分類が

作成されます。 
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インデックスで登録されている分類を利用する場合は 

［入力・編集］－［分類読み込み］－［「インデックス」から］で、インデックスに登録されている分類から、分類を作成すること

ができます。 

 

10 

1 

2 

3 

4 

5 

9 

6 

7 

8 

10 

 
分類が作成

されます。 

［入力・編集］をクリックします。 1 
 

［分類読み込み］をクリックします。 2 

［「インデックス」から］をクリックします。 3 

読み込む分類を選択します。 4 

［詳細設定］をクリックします。 5 

［追加先の選択］を選択します。 

操作例では、［以下で指定した分類以下］ 

を選択します。 

6 

写真を追加する分類を選択します。 7 

出来形分類との関連付けを設定します。 8 

［OK］をクリックします。 9 

［OK］をクリックします。 

16 



 

２ 

分
類
作
成 

写
真
管
理 

2 - 3  分類を訂正する 
分類を訂正します。操作例では、「プレキャスト逆Ｔ型擁壁」の名称を「側溝付プレキャスト擁壁」に訂正します。 

訂正する分類をクリックします。 1 
 

1 

2 

4 

3 

マウスの右ボタンを押して、ポップアップ 

メニューの［属性変更］をクリックします。 
2 

分類の属性（名称、メモ、工種など）を 

訂正します。 

操作例では、名称を「側溝付プレキャスト 

擁壁」に変更します。 

3 

［OK］をクリックします。 4 

分類の名称が変更

されます。 

同様に「出来形管理写真」の「プレキャスト逆Ｔ型擁壁」の

名称も「側溝付プレキャスト擁壁」に変更します。 

17 
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2 - 4  分類を並べ替える 
分類を並べ替えます。並べ替え対象は、選択した分類と同じ階層の分類のみです。 
 

並べ替える分類をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

5 

指定した分類が並べ

替わります。 

マウスの右ボタンを押して、ポップアップ 

メニューの［並べ替え（分類）］をクリック 

します。 

2 

操作例では、下へ移動する分類を選択 

します。 
3 

［下へ移動］をクリックします。 4 

［OK］をクリックします。 5 
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ドラッグによる分類の移動、複写、並べ替え 

 

2 - 5  分類を削除する 

移動する分類を移動

先までドラッグします。 

分類が指定した分類

の下層に移動します。 

複写する分類を複写

先までＣｔｒｌキーを押し

ながらドラッグします。 

下線の下位の位置に

分類が複写されます。 

上（下）へ移動する分類

を選択して、Ｃｔｒｌキーを

押しながら↑（↓）キー

を押します。分類が１つ

上へ（下へ）移動します。 

分類を削除します。選択した分類と下位の分類が削除されます。 
 

削除する分類をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

選択した分類と下位の

分類が削除されます。 

マウスの右ボタンを押して、ポップアップ 

メニューの［削除］をクリックします。 
2 

［はい］をクリックします。 3 

19 
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［工種（３）］［区分（５）］について 

画面下の［工種（３）］［区分（５）］で、分類ツリーを「工種以下の３階層」と「写真－大分類以下の５階層」に切り替える 

ことができます。操作例では［区分（５）］で解説していますが、工種ごとにアルバムを作成したい場合などは［工種（３）］を

選択して、「工種以下の３階層」で分類することもできます。 

工種（３）について教えてください。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「02 工種（３）について」（P.3）を参照して 

ください。 

頻繁に使う分類をテンプレートに登録したいのですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「01 分類をテンプレートに登録する」（P.2）を 

参照してください。 
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3 - 1  写真を取り込む 

3 
 

写真の取り込み 

写真を取り込んでみましょう。 

操作例では、［取り込み］の［フォルダ］でフォルダーを指定して取り込みます。 
 

［取り込み］をクリックします。 1 
 1 

2 

3 

4 

［フォルダ］をクリックします。 2 

［新しく「取り込み分類」を作成して取り

込む］をクリックして、［ユーザー指定の

取り込み分類］を選択します。 

3 

［設定］をクリックします。 4 

［ユーザー指定の取り込み分類］を選択した場合は、 

「取り込み分類」に新規作成するフォルダー名を［名称］

に入力します。初期値には日付が表示されます。 

［メモ］には、新規作成するフォルダーの概要などを入力 

します。 

［Exif情報内の「写真の撮影日」毎］を選択した場合は、 

「取り込み分類」に「写真のExif情報内の撮影日付」で 

新規フォルダーを作成して取り込みます。 

［取り込み時、写真のチェックを行う］のチェックがオンで

あることを確認して、［設定］をクリックします。 
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［基準準拠］をクリックします。 5 

5 

6 

［OK］をクリックします。 6 

選択されている基準案（本書では「国土交通省

（平成２２年０９月）」）に準拠した条件が設定さ

れ、変更不可になります。 

指定したフォルダーの下層のフォルダー

（サブフォルダー）内の写真も、取り込む

ときはチェックをオンにします。 

既に取り込み済みの写真を取り込まない

ときは、チェックをオンにします。 

7 

9 

8 

［OK］をクリックします。 7 

写真が保存されているフォルダーを選択 

します。 
8 

［取込］をクリックします。 9 
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他の写真の取り込み方法を教えてください。 

他の写真の取り込み方法については、「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の 

「03 写真の取り込み方法」の 

「②ファイルを指定して写真を取り込む」（P.9） 

「③フォルダー管理された写真を取り込む」（P.10） 

「④電子納品ファイルから写真を取り込む」（P.11） 

を参照してください。 

 

エクスプローラーから写真を取り込みたいのですが。 

エクスプローラーから写真をドラッグ＆ドロップして取り込むこともできます。 

詳細は「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「03 写真の取り込み方法」の 

「①エクスプローラーから写真を取り込む」（P.6）を参照してください。 

 

10 ［OK］をクリックします。 

10 

 

取り込みの分類が作成されて、

写真が取り込まれます。 

写真の表示を切り替えできます。 

［一覧］：写真の表示を一覧表示 

（リスト表示）に切り替えます。 

［簡易］：写真の表示を簡易表示 
（サムネイル表示）に切り替えます。 

［詳細］：写真の表示を詳細表示 
（サムネイル＋写真情報表示）に 
切り替えます。 

［台帳］：写真を台帳イメージで表示 
します。 
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複数の写真を選択 

して、仕分けしたい 

のですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき 

（写真・電子納品）.pdf」の 

「04 複数の写真を選択して 

仕分けする」（P.13）を参照して 

ください。 

 

4 - 1  取り込んだ写真を仕分けする 

4 
 

写真の仕分け 

取り込んだ写真を仕分けしてみましょう。 

取り込んだ写真を分類に従って仕分けします。 

1枚目の写真を「使用材料 

写真」までドラッグ＆ドロップ 

します。 

1 

1 
写真を選択して、マウスの

左ボタンを押します。 

マウスの左ボタンを押したまま、

「使用材料写真」まで移動して、

マウスの左ボタンを離します。 

同様に全ての写真を左画面

のように仕分けします。 
2 

「使用材料写真」 「着手前及び完成写真］ 

「導水工」 

「導水工」 

「施工状況写真」－ 

「プレキャスト擁壁工」－ 

「プレキャストＬ型擁壁」 

「出来形管理写真」－ 

「プレキャスト擁壁工」－ 

「プレキャストＬ型擁壁」 

「出来形管理写真」－ 

「プレキャスト擁壁工」－ 

「プレキャストＬ型擁壁」 

このスライダーを左右に動かすと

写真画像の表示サイズを変更で

きます。 
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［仕分け］について 

［仕分け］をクリックすると画面が上下に２分割され、写真を見ながら分類への仕分け作業が行えます。 

工種が多い場合（ツリーが長い場合）に便利です。 

仕分け処理がしやすいように画面が 

２分割されるだけで、同じ工事の内容 

です。 

赤枠が表示されている画面の方が 

現在アクティブになっています。 

すべての写真の仕分けが

完了しました。 

1 
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移動する写真上でマウスの右ボタンを押し、そのまま移動先までドラッグして右ボタンを離すと、写真を入れ替える

ことができます。 

4 - 2  写真を並べ替える 
写真を並べ替えます。以下の方法で並べ替えることができます。 

①写真をドラッグ＆ドロップで並べ替える 

②写真情報の記入内容で並べ替える 

 
 
①写真をドラッグ＆ドロップで並べ替える 

「簡易表示」「詳細表示」の場合は、写真をドラッグ＆ドロップして並べ替えることもできます。 
移動する写真上でマウスの左ボタンを押し、そのまま移動先までドラッグして左ボタンを離します。 
 

写真が移動

します。 

「挿入」と表示 

されます。 

1 

移動する写真を選択して、移動先まで 

ドラッグ＆ドロップします。 
1 

「入替」と表示 

されます。 

写真が入れ

替わります。 

1 

マウスの右ボタンを押してドラッグ＆

ドロップします。 
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「下位分類の写真」を表示している場合、分類を超えての移動はできません。 

②写真情報の記入内容で並べ替える 

［並べ替え］で写真情報の記入内容で並べ替えることもできます。ここでは、一覧表示で解説します。 
 

写真を並べ替える分類 

を選択します。 
1 

1 

2 

写真ファイル名の降順

に並べ替わります。 

4 

3 

［並べ替え］をクリック

します。 
2 

並べ替えで使用する

項目、［昇順］［降順］

を選択します。 

3 

［OK］をクリックします。 4 
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5 - 1  
 

写真の情報入力画面に切り替える 

5 
 

写真の情報入力 

写真の情報を入力してみましょう。 

写真の情報入力画面に切り替えます。 

「着手前及び完成写真」をクリックします。 1 

1 

2 写真をダブルクリックしても写真

情報入力画面に切り替わります。 

［写真情報］をクリックします。 2 

3 

写真－大分類、写真区分、工種、 

種別、細別には分類ツリーの内容

が表示されます。 

シリアル番号、写真ファイル名

などは写真取り込み時に自動

設定されます。 

 

写真情報の必須項目が未入力の

ときに表示されます。 

写真情報を入力する写真をクリックします。 3 

 

写真情報の必須項目が未入力

のときに表示されます。 
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写真にピンを設定します。各ピンのボタンをクリックすると、状態が切り替わります。 

ピンは写真の表示の抽出条件、アルバム/電子納品の出力状態などで使用します。 

                   アルバムに出力する/出力済み/出力しない 

                   電子納品出力する/出力済み/出力しない 

             ピン1のオン/オフ                ピン2のオン/オフ                ピン3のオン/オフ 

             代表写真/代表写真ではない 

             提出頻度写真/提出頻度写真ではない 

（代表写真、提出頻度写真は、写真情報なので 
［電子納品ツール］へ情報が連動します。） 

             前または次の写真に移動します。 

提出頻度写真・ピンの設定

について教えてください。 

 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子

納品）.pdf」の「05 提出頻度写真・ピンの

設定について」（P.14）を参照してください。 

 

5 - 2  
 

写真の情報入力画面を確認する 
写真の情報入力画面を確認します。 

①
 
 
 

    

表示中の写真を左に 90°回転、写真を右に 90°回転します。 
（※本コマンドで編集した写真は、基準案によっては電子納品に使用できません。） 

表示中の写真の一部をクリップボードにコピーします。 
同時にコピーした部分を参考図として取り込むことができます。 
写真の黒板部分を参考図に登録する場合などに使用します。 

入力した写真情報を保持したまま、別の写真に変更します。 

②   

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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［一覧］：写真の表示を一覧表示（リスト表示）に切り替えます。 
［簡易］：写真の表示を簡易表示（サムネイル表示）に切り替えます。 
［詳細］：写真の表示を詳細表示（サムネイル＋写真情報表示）に切り替えます。 
［台帳］：写真を台帳イメージで表示します。 

写真情報入力時に表示する内容は、 
［設定］の［表示］の 
［縮小版１］［縮小版２］タブ： 
［簡易］［詳細］［台帳］ 

［一覧］タブ：［一覧］ 
［台帳］タブ：［台帳］で設定します。 

要領案に定められている写真情報項目の記入規定を表示することができます。 

必須項目の写真情報項目のみ表示します。 

施工管理値（表）の表示／非表示を切り替えます。 

前または次の写真に移動します。 

写真情報を他の写真にコピーして使用する場合に使用します。 

クリックすると、各設定値を写真情報を開いた直後の状態に戻すことができます。 

写真情報入力を終了します。 

 

 

付箋について教えてください。 

 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子

納品）.pdf」の「０6 付箋について」（P.16）

を参照してください。 

 

写真情報の入力を行います。入力項目は選択されている基準案によって異なります。 

項目名の色は、電子納品データでの入力の必須度を表しています。 

赤◎ ： 必須記入項目 

青○ ： 条件付き必須記入項目（データが分かる場合は必ず入力） 

緑△ ： 任意記入項目（原則として空欄、特記すべき事項があれば記入） 

白 ： 適用外項目（電子納品データでは使用されない項目） 

データ表現や文字数にエラーのある項目には、先頭に「   」が表示されます。 

写真情報入力時に表示する内容は、［設定］の［写真情報］で設定します。 
 
 

③ 

④ 

⑤ 

1 

30 



 

５ 

写
真
の
情
報
入
力 

写
真
管
理 

5 - 3  
 

写真タイトルを入力する 
写真タイトルを入力します。 

写真タイトルを入力します。 

操作例では「着手前」と 

入力します。 

1 

入力が完了すると、必須項目

未入力のマーク（   ）が消え

ます。 

2 

1 

3 
4 

5 

［→次］をクリックします。 2 

写真タイトルの［▼］を

クリックします。 
3 

「着手前」をクリックします。 4 

［▼］をクリックすると、履歴が表示されます。 

本書のように、既に入力済みの写真タイトル 

を入力するときは、［▼］をクリックして、履歴 

から入力することもできます。 

Enter キーを押します。 5 
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5 - 4  
 

写真情報を一括入力する 

項目のチェックがオンに 
ならないのですが。 

選択した写真の中で、項目の内容が 

異なる写真が1枚でもある場合はオン 

になりません。 

分類を切り替えて、写真情報を一括して入力します。 

［工種］をクリックします。 1 
1 

2 

3 

4 

同様に他の分類の写真タイトルを以下のように入力します。 

［施工状況写真］－［擁壁工］－［プレキャスト擁壁工］－［プレキャストL型擁壁］ 

Photo005.JPG ： ［基礎コンクリート施工状況］ 

Photo006.JPG ： ［埋戻前］ 

［使用材料写真］ Photo001.JPG ： ［クラック補修材］ 

Photo002.JPG ： ［防護柵補修材］ 

［出来形管理写真］－［擁壁工］－［プレキャスト擁壁工］－［プレキャストL型擁壁］ 

Photo007.JPG ： ［プレキャストL型擁壁出来形測定］ 

Photo008.JPG ： ［プレキャストL型擁壁出来形測定］ 

Photo009.JPG ： ［プレキャストL型擁壁出来形測定］ 

 

入力が完了すると、必須項目未入力の

マーク（    ）が消えます。 

切り替える分類をクリックします。 

操作例では、「導水工」をクリックします。 

 

2 

写真タイトルを一括入力する写真を 

すべて選択します。 
3 

Ctrlキーを押しながらクリックすると

複数選択できます。 

写真タイトルのチェックをオンにして、 

写真タイトル（操作例では「現場密度 

試験」）を入力します。 

4 
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5 - 5  
 

撮影箇所を入力する 
撮影箇所を入力します。操作例では、以下の2枚の写真に撮影箇所を入力します。 

・［施工状況写真］－［擁壁工］－［プレキャスト擁壁工］－［プレキャストL型擁壁］ Photo006.JPG 

・［出来形管理写真］－［擁壁工］－［プレキャスト擁壁工］－［プレキャストL型擁壁］ Photo009.JPG 

 
 

［施工状況写真］－［擁壁工］－ 

［プレキャスト擁壁工］－［プレキャスト

L 型擁壁］をクリックします。 

1 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

写真をクリックします。 2 

撮影箇所に「No.3」と入力します。 3 

［出来形管理写真］－［擁壁工］－ 

［プレキャスト擁壁工］－［プレキャスト

L 型擁壁］をクリックします。 

4 

写真をクリックします。 5 

撮影箇所に「No.15+19.25」と入力

します。 
6 
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出来形管理のデータと連動したいのですが。 

出来形管理をお持ちのお客様は、画面下の［出来形データ入力］で写真の分類に関連付けられた 

出来形データを編集することができます。 

詳細は「022_ナビちゃんのつぶやき 

（写真・電子納品）.pdf」の「07 出来

形管理のデータと連動する」（P.18）

を参照してください。 

 

5 - 6  
 

施工管理値を入力する 
施工管理値を入力します。操作例では、施工管理値を［施工管理値（表）］を使用して入力します。 

 
 

2 

［表の値を「施工管理値（電子納品形式）」に連動する］の

チェックがオンのときは、［施工管理値］に［施工管理値

（表）］に入力した内容（電子納品形式）が表示されます。 

をクリックして、［施工管理値 

（表）］を表示します。 
1 

［施工管理値（表）］に施工管理

値を入力します。 
2 

1 
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5 - 7  
 

参考図を入力する 
参考図を入力します。操作例では豆図から入力します。 

参考図を入力する写真をクリック 

します。 
1 

1 

2 

3 

［参考図］をクリックします。 2 

［豆図］をクリックします。 3 

豆図のフォルダーを選択します。 4 

5 

6 

4 
豆図を選択します。 5 

［部品取込］をクリックします。 6 

7 

［はい］をクリックします。 7 
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他の参考図の取り込み方法を教えてください。 

他の参考図の取り込み方法については、「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の 

「08 参考図の取り込み方法」の 

「①コンピュータに保存されているファイルを参考図に取り込む」（P.24） 

「②写真管理に取り込まれている写真を参考図にする」（P.25） 

「③他の写真の参考図を参考図にする」（P.26） 

「④クリップボードから参考図を取り込む」（P.27）を参照してください。 

 

5 - 8  
 

写真の情報入力を終了する 

参考図タイトルを入力します。 8 

写真の情報入力を終了します。 

8 

入力が完了すると、必須項目

未入力のマーク（   ）が消え

ます。 

1 

をクリックします。 1 
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代表写真は、写真情報で設定することもできます。 

6 - 1  
 

代表写真を設定する 

6 
 

代表写真の設定 

代表写真（着工前から完成までで、工程が解るような代表的な写真）を設定してみましょう。 

代表写真を設定します。 

マウスを写真の上部へ移動 

します。 
1 
 

2 

1 

代表写真が設定

されます。 

が 

表示されますので、代表写真 

（    ）をクリックします。 

2 
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作業中の便利な機能を教えてください。 

本書では、以下のような便利機能を紹介します。 

詳細は、「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」を参照してください。 

●「09 写真の分類から写真タイトルを入力する」（P.28） 

●「10 写真を検索する」（P.29） 

●「11 写真を任意のフォルダーに出力する」（P.32） 

●「12 Ｅｘｃｅｌでアルバムを作成する」（P.33） 

●「13 アルバムを作成せずに写真一覧を印刷する」（P.35） 

●「14 写真をごみ箱へ移動する」（P.36） 

 

6 - 2  
 

上書き保存して、終了する 
上書き保存して、終了する操作を解説します。 

1 

2 
［ファイル］をクリックします。 1 

 

3 

4 

5 

6 

［上書き保存］をクリックします。 2 

［ファイル］をクリックします。 3 

［「写真管理」の終了］をクリックします。 4 

［ファイル］をクリックします。 5 

［EX-TREND武蔵を終了する］をクリック

します。 
6 
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6 - 3  
 

次の日、写真管理を起動する 
次の日、写真管理を起動する操作を解説します。 

［EX-TREND武蔵 インデックス］をダブル 

クリックします。 
1 
 

2 

4 

作成した工事をダブルクリックします。 2 

［写真管理］をクリックします。 3 

3 

［写真管理をおこなうには、ここをダブル 

クリックしてください。］をダブルクリックします。 
4 

1 
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７－１ 
 

作成条件を設定する 7 - 1  
 

作成条件を設定する 

7 
 

アルバム作成 

作成条件を設定して、アルバムを作成してみましょう。（電子納品に必ず必要な操作ではありません。） 

作成するアルバムのフォーム、ページの区切り方法などを設定します。 

1 

2 
［アルバム作成］をクリックします。 1 

 

3 

4 

7 

5 

6 

［条件設定］をクリックします。 2 

［任意］を選択します。 3 

［ページ］をクリックします。 4 

フォームが保存されているフォルダーを選択 

します。 
5 

ページのフォームを選択します。 6 

［OK］をクリックします。 7 

アルバムのフォームのイメージを

確認できます。 
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Ａ４片面で作成したいのですが 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・ 

電子納品）.pdf」の「16 A4 片面で 

作成する」（P.38）を参照してください。 

 

［写真情報表と詳細表示の項目

を連動］［空の施工管理値表・参

考図枠は非表示］のチェックをオフ

にする理由は？ 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」

の「15 アルバムのフォームの作成条件について」

（P.37）を参照してください。 

 

７－１ 
 

作成条件を設定する 7 - 2  
 

アルバムを作成する 

10 

アルバムを作成します。 

8 

操作例では、［空の施工管理値表・参考図 

枠は非表示］のチェックをオフにします。 
8 

9 

11 

10 

 

［ページ選択］をクリックします。 9 

ページの区切り方法、印刷方法を設定

します。 

11 ［OK］をクリックします。 

アルバムを作成する写真の分類を選択 

します。操作例では工事名をクリックします。 
1 

1 

2 

［作成］をクリックします。 2 
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アルバムを編集したいのですが。 

アルバム編集の詳細は、「アルバム編集」（P.89）を

参照してください。 

「新規アルバムを作成する」と表示されて 

いることを確認します。 
3 

5 

3 

4 

アルバム名を入力します。 4 

アルバムが作成されて、

［アルバム編集］が起動

します。 

［はい、開始します］をクリックします。 5 
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７－１ 
 

作成条件を設定する 7 - 4  
 

［アルバム編集］を終了する 

アルバムの印刷に適用される印刷方法、 

開き方は、プリンターの設定に依存します。 

必ずプリンターの印刷設定をご確認ください。 

７－１ 
 

作成条件を設定する 7 - 3  
 

アルバムを印刷する 
プリンター名、印刷範囲、印刷部数を設定して、アルバムを印刷します。 

［アルバム編集］を終了します。 

［印刷］をクリックします。 1 

1 

3 

2 
使用するプリンター、印刷範囲、印刷部数

などを設定します。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

1 

［終了］をクリックします。 1 
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8 - 1  
 

写真情報をチェックする 

 

8 
 

電子納品出力 

電子納品データの出力条件を設定して、電子納品データを出力してみましょう。 

写真情報が選択している基準案に準じているかどうかをチェックします。 
 

2 

［電子納品出力］をクリックします。 1 
 

写真情報の項目のチェック結果が一覧表示されます。 

エラーがある場合は、［エラー内容］を参考にして、対応を行ってください。 

ここでは必須項目未入力の例で解説します。 

禁則文字のエラーがあるときは、 

［禁則文字一括変換］をクリック 

して、禁則文字を一括変換して 

ください。 

4 

3 

1 

［チェック］をクリックします。 2 

必須項目を入力します。 3 

［表示更新］をクリックします。 4 
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分類名が基準に沿っていません。訂正できますか？ 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「17 写真チェック後、分類エラーを訂正する」 

（P.39）を参照してください。 

 

［表示更新］をクリックすると、修正された

エラーメッセージは消えます。 

［画像］をクリックします。 5 

5 

7 

6 

写真の改ざんのチェック結果が表示されます。 

エラーがある場合は、［解決方法］の内容を参考に

して、対応を行ってください。 

写真の改ざんのチェック結果を確認します。 

 
6 

［閉じる］をクリックします。 7 
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写真（PHOTO）フォルダーのみの電子納品データを出力したいのですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「18 写真（PHOTO）フォルダーのみの電子納品 

データを出力する」（P.42）を参照してください。 

 

8 - 2  
 

上書き保存する 
上書き保存します。 

［ファイル］をクリックします。 1 
 

1 

2 

［上書き保存］をクリックします。 2 

46 



 

 

 

 

  

1 電子納品ツール起動 

2 工事管理ファイル入力 
 

電子納品ツールを起動して、電子 

納品成果を作成しましょう。 

（電子納品ツールを起動すると、 

「INDEX_C.XML」「INDEX_D.XML」 

を含めた電子納品データを作成する 

ことができます。） 

3 ファイル登録 
 4 納品チェック 

電子納品  

 

5 納品出力 



 電
子
納
品 

１ 

電
子
納
品
ツ
ー
ル
起
動 

1 - 1  
 

［電子納品ツール］を起動する 

1 
 

電子納品ツール起動 

［電子納品ツール］を起動してみましょう。 

［電子納品ツール］を起動します。 
電子納品ツールのライセンスをお持ちでないお客様は、「機能制限版」が起動します。 

1 

［電納起動］をクリックします。 1 
 

2 

電子納品ツールが起動して、

写真管理の工事情報、写真

情報が連動します。 

［作業を開始するには、ここをクリックして 

ください！］をクリックします。 
2 

写真管理からの連動ではなく、 

電子納品ツールを単独で起動 

して写真データを取り込みたい 

のですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納

品）.pdf」の「19 インデックスから電子納品

ツールを起動して、写真データを取り込む」

（P.44）を参照してください。 
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操作ナビゲーションのご案内 

［電子納品ツール］の初回起動時、または前回起動時から30日以上経過している場合は、操作ナビゲーションの 

ご案内画面が表示されます。 

 

［操作ナビゲーションを確認する］を 

クリックします。 

※確認するには、インターネット接続 

環境が必要です。 

 

1 
 

1 

写真管理や電子納品ツールの操作手順書（PDF）

などをアップしているWebサイトを開きます。 

49 



 電
子
納
品 

２ 

工
事
管
理
フ
ァ
イ
ル
入
力 

2 - 1  
 

管理項目を入力する 

2 
 

工事管理ファイル入力 

工事管理ファイルを入力してみましょう。 

管理項目を入力します。ここでは、未入力の以下の項目にデータを入力する操作を解説します。 
その他の項目についても、必要に応じて編集してください。 

 ①工事分野、工事業種を入力する 

 ②工種－工法型式、住所情報を入力する 

③工事内容を入力する 

 ④西/東側境界座標経度、北/南側境界座標緯度を入力する 

 ⑤発注者－大分類、中分類、小分類、発注者コードを入力する 

 
 

［管理項目］をクリックします。 1 
 1 

2 

［管理項目の表示領域拡大］ 

のアイコンをクリックします。 
2 
 
 

 

［項目情報］には、選択されている管理 

項目の【データ表現】【文字数】「入力 

内容（記入例）」が表示されます。 

選択されている管理項目にエラーが 

ある場合は、［エラー内容］にエラーの 

原因が表示されます。 

データ入力時の参考にしてください。 

データ入力時にダイアログが

表示される項目には、    が

表示されます。 

エラーがある場合は、 

が表示されます。 
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①工事分野、工事業種を入力する 

工事分野、工事業種は表示されるダイアログのリストから選択して入力します。 
 

1 

「工事分野」をクリックします。 1 
 

2 

3 

4 

5 

［リストから選択する］をクリック

します。 
2 

リストから工事分野を選択

します。 
3 

［OK］をクリックします。 4 

同様な操作で、工事業種も

入力します。 
5 
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②工種－工法型式、住所情報を入力する 

工種－工法型式、住所情報は表示されるダイアログのリストから選択して入力します。 
工種－工法型式、住所情報は複数入力できます。 
 

「工種－工法型式」をクリック

します。 
1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

２回目以降は［工種－工法型式］ 

ダイアログの一覧が先に表示 

されます。既存情報を修正する 

場合は、上段のリストで修正する 

情報を選択して、下段の詳細を 

ダブルクリックします。 

情報を追加するときは［追加］を 

クリックします。 7 

［リストから選択する］をクリック

します。 
2 

１行目のリストで工種、２行目の

リストで工法型式を選択します。 
3 

［OK］をクリックします。 4 

入力された工種－工法型式の 

一覧を確認します。 
5 

［OK］をクリックします。 6 

同様な操作で、住所情報も

入力します。 
7 
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③工事内容を入力する 

工事内容を入力します。 
 

④西/東側境界座標経度、北/南側境界座標緯度を入力する 

座標の入力には、表示されるダイアログで値を直接入力する方法と、インターネット上の「境界座標入力支援 
サービス」を利用して入力する方法があります。 
ここでは、「境界座標入力支援サービス」を利用して入力する操作を解説します。 
 

1
 

「工事内容」をクリックして、 

工事内容を直接入力します。 

 

1 
 

「境界座標経度」をクリック

します。 
1 
 

1 

2 

ＵＲＬ部分をクリックします。 

インターネット上の「境界座標 

入力支援サービス」のＷｅｂ 

サイトが、お使いのブラウザで 

表示されます。 

 
 

2 
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「境界座標入力支援サービス」 

の画面に従って操作を行い 

ます。 

3 

3 操作方法は、「こちら」を参照してください。 

（本書では2015年6月の「境界座標入力

支援サービス」の画面で解説しています。

画面および手順は変更される場合があり

ます。） 

5 6 

7 

8 

緯度、経度が

入力されます。 

画面をクリックして、測点を入力 

します。測点を入力するとすべて 

の測点を含む四角形が表示 

されます。 

画面左に、四角形の緯度経度 

が表示されます。 
 

4 

四角形の緯度、経度をドラッグ 

して選択します。 
5 

マウスの右ボタンを押して、 

ポップアップメニューの［コピー］ 

をクリックします。 

6 

電子納品ツールへ戻り、

［境界座標の貼り付け］を

クリックします。 

7 

［OK］をクリックします。 8 

4 
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⑤発注者－大分類、中分類、小分類、発注者コードを入力する 

発注者－大分類、中分類、小分類は表示されるダイアログのリストから選択して入力します。 
発注者コードは、選択した中分類、小分類、細分類から自動設定されます。 
 

「発注者－大分類」をクリック

します。 
1 
 

1 

2 

4 

3 

発注者コードが、中分類、小分類、

細分類から自動設定されます。 

エラーがある場合に表示される 

が消えていることを確認します。 

［リストから選択する］をクリック

します。 
2 

大分類、中分類、小分類、

細分類をリストからそれぞれ

選択します。 

3 

［OK］をクリックします。 4 
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3 - 1  
 

図面ファイルを登録する 

3 
 

ファイル登録 

図面、その他の資料、打ち合せ簿をファイル登録コンシェルジュを使って登録してみましょう。 

図面を登録します。ここでは、工事完成図をファイル登録コンシェルジュを使って登録する操作を解説します。 

 
 

データ入力時にダイアログが

表示される項目には、    が

表示されます。 

 複数のファイルを同時に登録できます 

同じ工種の同じ種類の図面は、複数まとめて登録できます。 

たとえば、「道路」の工種で「平面図」が複数ある場合は、複数の「平面図」

ファイルを選択して、ファイル登録コンシェルジュにドロップします。 

1 
 

2 

3 

登録する図面の 

「図面工種」と 

「図面種類」を 

選択します。 

2  工事完成図の場合は［完成図面］タブを 
選択してください。 

1 

「フォルダウィンドウ」から図面を「ファイ

ル登録コンシェルジュ」にドロップしま

す。 

「ファイル登録コンシェルジュ」で［完成

図面］タブを選択し、図面の「図面工

種」と「図面種類」を選択します。 

［OK］をクリックします。 

次ページへ 

オンにしています。 

3 
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3 - 2  
 

図面ファイルの管理項目を入力する 

4 

続けて 

 管理項目の入力 

へ進みます。 

4 

サブフォルダを作成する場合に使用します。 

作成したサブフォルダは、次回から規定フォルダ 

の選択ツリーに追加表示されます。 

図面を登録するフォルダを選択します。 

図面を「ファイル登録コンシェルジュ」で登録すると、図面の情報（表題欄など）から管理項目が自動入力されます。 
ただし各項目の内容については、確認が必要です。 

ここでは以下の（●●1 ）～（●●4 ）の、内容の確認と修正方法について説明します。 

P.59 「1．表題欄の確認と、図面名・縮尺の入力」 

P.60 「2．ファイルの並べ替え、図面番号、ファイル名変更」 

1 

2 

3 

4 

各項目の入力手順については、以下を参照してください。 

2 

3 
4 

1 

続き  

5 ［OK］をクリックします。 

5 

6 

6 ［はい］をクリックします。 
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［図面詳細］ボタンを押して表示される［図面詳細］ダイアログの管理項目も、必要に応じて編集してくださ

い。各項目の内容については、ヘルプを参照してください。 

ヘルプを表示します。 
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1 
 

2 

3 

4 

1. 表題欄の確認と、図面名・縮尺の入力 

図面を選択して、［別ウィンドウでプレビ

ュー］ボタンを押します。 

プレビューが表示されます。 

画面右の［拡大］ボタンをクリックしま

す。 

管理項目の［図面名］と［縮尺］は、図面の表題
欄を確認して、値を入力します。 

以下の手順で図面をプレビューで確認し、入力
してください。 

表題欄の対角の2点をクリックして拡

大します。 

4 

図面が見にくい場合は、

［カラー表示］をクリック

して切り替えてみてくだ

さい。 

複数の縮尺が混在して

いる場合は、代表的な 

縮尺を入力します。 

1 

3 

2 

管理項目の［図面名］と［縮尺］を入力

します。 
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1 
 

2 

3 

6 

7 

8 

2. ファイルの並べ替え、図面番号、ファイル名変更 

ツリー部で「工事完成図」フォルダ

を選択します。 

リストビューを［ファイル］に切り替え

ます。 

登録した図面の並べ替えとファイル名の変更
が必要になる場合があります。 

本操作はフォルダ毎に行います。 

サブフォルダを作成した場合は、サブフォルダ
に対して同様の手順で行ってください。 

［編集］をクリックします。 

ファイルを並べ替えます。 

移動するファイルを選択して、［上

へ］または［下へ］ボタンでファイル

を並べ替えます。 

変更するファイル名について設定し

ます。 

まず、［図面番号］チェックボックス

を「オン」にして、開始番号を入力し

ます。 

次に、［改訂履歴］チェックボックス

を「オン」にして、改訂履歴を設定し

ます。 

最後に、［ファイルリスト］で、ファイル

名を変更する図面のチェックボック

スを「オン」にします。 

7 

1 

2 

選択した図面を 

上下に移動します。 

チェックボックスを「オン」にした図面

の［ファイル名］と［図面番号］が変更

されます。 

［実行］をクリックします。 

ファイル名と図面番号が変更され

ます。 

［図面番号］のチェックボックスを「オン」

にすると、ファイル名の変更と同時に、図

面管理項目の「図面番号」も変更され

ます。 

また最終図の場合は、［改訂履歴］を

「Z」にします。 

4 ［ファイル］をクリックします。 

5 ［並べ替え］コマンドをクリックしま

す。 

5 

6 

8 

4 

3 
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 「EX-TREND 武蔵 建設 CAD」の図面を取り込むことができます 

以下の手順で、「EX-TREND 武蔵 建設 CAD」から出力される SXF 一括保存ファイル（図面情報.BXM）から、

図面を取り込むことができます。 

1 
 

4 

6 

8 

4 

 図面が取り込まれます。 

［ファイル］をクリックします。 

取込先フォルダを選択します。 

「EX-TREND武蔵  建設CAD」

から出力されたSXF一括保存フ

ァイル（図面情報.BXM）をクリック

します。 

取り込まれる図面を確認して

［OK］をクリックします。 

 

図面が取り込まれますので、管理

項目の入力を行ってください。 

 土木設計業務の場合は、
図面フォルダが一つだけ
なので、表示されません。 

2 
 

［外部ファイル読込］をクリック

します。 

3 
 

［SXF一括出力ファイル］コマンド

を実行します。 

5 ［OK］をクリックします。 

1 

2 3 

5 

7 

8 

6 

7 ［開く］をクリックします。 
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3 - 3  
 

その他資料ファイルを登録する 

1 
 

2 

4 

 登録する書類の種類
を選択します。 

1 

2 

「フォルダウィンドウ」から、その他資料

を「ファイル登録コンシェルジュ」にドロッ

プします。 

「ファイル登録コンシェルジュ」で［書

類］タブを選択します。 

［OK］をクリックします。 

その他資料のファイルを、「ファイル登録コンシェルジュ」で登録します。 

次ページへ 

3 書類の種類を選択します。 

4 

3 
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7 

5 

5 

書類を登録するフォルダを選択します。

一覧に無い場合は、［規定フォルダの

新規作成］を選択して、［その他サブフ

ォルダ名］と［その他サブフォルダ日本

語名］を入力します。 

続き  

ファイルが登録されます。 

 

ファイルの登録を続ける場合 

［終了］をクリックして一旦終了し、ファ

イルの登録を続けます。 

 

ファイルの登録が終わった場合 

次ページの「管理項目の入力」へ進み

ます。 

ファイルの登録が終わった

場合は、次ページ 

 管理項目の入力 

へ進みます。 

ファイルの登録を続ける場合

は、［終了］をクリックして一旦

終了し、前ページへ戻って、

ファイルの登録を続けます。 

作成した「サブフォルダ」と「そ

の他資料」は、次回から規定

フォルダの一覧に追加表示さ

れます。 

追加表示されたフォルダまた

は資料名を選択すると、ファイ

ルを追加登録することができ

ます。 

6 ［OK］をクリックします。 

6 

7 
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 後でその他資料の管理項目を編集する場合は 

ツリー部で「その他管理ファイル」

（OTHRS.XML）をダブルクリックします。 

（●●1 ） 

［フォルダの選択］ダイアログが表示されますの

で、編集するフォルダを選択し、［関連付け］ボタ

ンを押します。（●●2 ●●3 ） 

上記「その他資料管理項目」ダイアログが表示

されます。 

3 - 4  
 

その他資料の管理項目を入力する 
その他書類を「ファイル登録コンシェルジュ」で登録すると、「その他資料管理項目」ダイアログが表示されます。 

項目（●●1 ）～（●●4 ）の確認および編集が必要です。 

P.67 「2．オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報と 
      オリジナルファイル内容の入力」 

P.66 「1．資料名の変更」 1 

2 

2 

1 

1 

2 
 3

 
 

P.68 「3．オリジナルファイルの並べ替え」 3 

3 4 

P.68 「4．オリジナルファイルのファイル名変更」 4 

各項目の入力手順については、以下を参照してください。 
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 サブフォルダ名を変更する場合は 

「その他フォルダ」のサブフォルダ名

（\OTHRS\ORGxxx）を変更する場合

は、サブフォルダを右クリックして表示され

る［サブフォルダ管理項目］コマンドで変更

できます。 

「その他資料管理項目」ダイアログの各ボタンから表示される管理項目も、必要に応じて編集してください。 

各項目の内容については、ヘルプを参照してください。 

 

 ヘルプを表示します 

その他資料情報を入力します。 

 オリジナルファイル情報を入力します。 
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1 
 

2 

3 

4 

1. 資料名の変更 

1 

4 

3 

2 

資料名にはオリジナルファイルの実ファイル名が
初期値で設定されますので、修正する必要があ
ります。 

資料名を変更する「その他資料」を選

択します。 

［編集］をクリックします。 

［資料名］を変更します。 

（ここでは、変更しないで確認のみ 

行っています。） 

［OK］をクリックします。 

「資料名」が変更されます。 
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1 
 

2 

3 

4 

1 

3 

2 

ファイルの種類（拡張子）によっては、「オリジナル
ファイル作成ソフトバージョン情報」が未設定に
なる場合があります。未設定の場合は、以下の手
順で入力します。 

「オリジナルファイル作成ソフトバージョ

ン情報」が未設定のファイルを選択し

ます。 

［情報］をクリックします。 

［オリジナルファイル作成ソフトバージョ

ン情報］と［オリジナルファイル内容］を

入力します。 

［OK］をクリックします。 
 

同様な手順で、残りの未設定のファイ

ルも修正します。 

 すべて入力されている事を 
確認してください。 

2. オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報とオリジナルファイル内容の入力 

4 
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   ここでは「ファイル名変更の手順」を解

説するために、上記ファイル名に変更して

います。 

「TS出来形の施工管理データのファイル

名」については、次ページのメモを参照して

下さい。 

シリアル番号がずれます 

オリジナルファイルを並べ替えると、オリジナ

ルファイルの順番とシリアル番号が一致し

なくなります。シリアル番号は、次ページのメ

モの手順で修正できます。 

1 
 

2 

3 

1 
 

2 

3. オリジナルファイルの並べ替え 

並べ替えるオリジナルファイルを選択し

ます。 

［↑］または［↓］ボタンで順番を並べ

替えます。 

ファイル名を変更するオリジナルファイ

ルを選択します。 

［名称変更］をクリックします。 

1 2 

1 

 選択したオリジナルファイル
を上下に移動します。 

 ファイル名を変更するオリジ
ナルファイルを選択します。 

2 

表示されるダイアログの【1】～【3】の

項目を設定します。 

【1】で書類の種類を選択します。 

【2】でその他資料の番号と、連番の開

始番号を入力して、［生成］ボタンを押

します。 

 

【3】でファイル名を確認して、［OK］を

押します。 

 

オリジナルファイルの順番でファイル名

が変更されます。 

4. オリジナルファイルのファイル名変更 

4 

3 

 その他資料の
番号を入力 

 書類の種類
を選択。 

 連番の開始
番号を入力 

4 
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 シリアル番号を修正する 

資料やオリジナルファイルの並べ替えでシリアル番号がずれた場合は、以下の手順でそろえます。 

 その他資料を並べ替える 

1 つのフォルダ内に複数の資料がある場合は、以下の手順で資料の順番を並べ替えることができます。 

TS 出来形の施工管理データのファイル名 

TS 出来形の施工管理データについては、出力ファイル名は以下のようになります。 

・ Ver.4 準拠：末尾は「01」で固定 

・ Ver.2 準拠：末尾は「02」で固定 

例） ○○線形の TS 施工管理データ Ver.4 → ORG01_01.XML  Ver.2 → ORG01_02.XML 

    □□線形の TS 施工管理データ Ver.4 → ORG02_01.XML  Ver.2 → ORG02_02.XML 

1 
 

2 

3 

1 
 

2 

1 

2 

 選択したその他資料を
上下に移動します。 

並べ替えるその他資料を選択

します。 

［↑］または［↓］ボタンで順番

を並べ替えます。 

2 

1 

3 

 資料をすべて選択
してください。 

資料をすべて選択します。 

［シリアル変更］をクリックしま

す。 

［開始番号］に「1」を入力して、

［OK］をクリックします。 

 

リストの順番で、オリジナルファ

イルのシリアル番号が修正され

ます。 
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3 - 5  
 

打合せ簿ファイルを登録する 

1 
 

2 

4 

1 

書類の種類を

選択します。 

2 

続けて次ページ 

 管理項目の入力 

へ進みます。 

「フォルダウィンドウ」から打合せ簿を

「ファイル登録コンシェルジュ」にドロッ

プします。 

「ファイル登録コンシェルジュ」で［書

類］タブを選択します。 

［OK］をクリックします。 

打合せ簿ファイルを、「ファイル登録コンシェルジュ」で登録します。 

１つの打合せ簿が複数ファイルで構成されている場合は、複数ファイルをまとめて登録します。 

3 書類の種類を選択します。 

4 

3 
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 後で打合せ簿管理項目を編集する場合は 

ツリー部で「打合せ簿管理ファイル」（MEET.XML）

をダブルクリックすると、上記「打合せ簿情報の入力

とオリジナルファイルの関連付け」ダイアログを表示す

ることが出来ます。 

3 - 6  
 

打合せ簿の管理項目を入力する 
打合せ簿を「ファイル登録コンシェルジュ」で登録すると、「打合せ簿情報の入力とオリジナルファイルの関連付け」ダイ
アログが表示されます。 

以下の（●●1 ）～（●●2 ）の、確認および編集が必要です。その他の項目についても、必要に応じて編集してください。 

後で編集する場合は、［終了］を押して閉じてください。 

P.73 「１．打合せ簿の並べ替え(例)」 

  

1 

 ※１  

 ※２  

2 

※１ 打合せ簿の実ファイル名が自動入力されます。 
※２ 工事情報の「受注者名」（打合せ簿種類が「指示」の場合は「発注者名」） 

が自動入力されます。 

1 

P.74 「２．発行日付、受理日付の入力」 2 

各項目の入力手順については、以下を参照してください。 
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「打合せ簿情報の入力とオリジナルファイルの関連付け」ダイアログの各ボタンから表示される管理項目も、

必要に応じて編集してください。 

各項目の内容については、ヘルプを参照してください。 

 

 ヘルプを表示します 

 

 

オリジナルファイル情報を入力します。 

図面や写真を関連付ける
場合に設定します。 

打合せ簿その他の項目を入力します。 

72 



 

３ 

フ
ァ
イ
ル
登
録 

電
子
納
品 

4 

1 
 

2 

3 

1. 打合せ簿の並べ替え（例） 

並べ替える打合せ簿を選択しま

す。 

［↑］［↓］ボタンで上下に移動し

ます。 

同じ階層内での並べ替えは、［↑］［↓］ボタ
ンで行います。 

下位の打合せ簿を上位の打合せ

簿にドラッグします。 

［シリアル番号一括更新］ボタン

をクリックします。 

 

シリアル番号とファイル名の更新

確認メッセージが表示されますの

で、［はい］をクリックします。 

1 

2 

3 

 同じ階層での 
並べ替え 

 下位の打合せ簿を上位
の打合せ簿へドラッグ 

4 

上位の打合せ簿と下位の打合せ簿を設定
する場合は、マウスでドラッグして行います。 

並べ替えが終わったら、シリアル番号とファ
イル名を更新します。 
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［発行日付］を変更すると、［受理日

付］も同時に変更されます。 

逆に［受理日付］を変更しても、［発

行日付］は変更されません。 

登録済みの打合せ簿に、オリジナルファイルを追加登録するには 

 

打合せ簿をファイル登録コンシェルジュから登録

すると、次回からファイル登録コンシェルジュに、登

録済みの打合せ簿が選択肢として追加表示され

ます。 

登録済みの打合せ簿にオリジナルファイルを追加

登録する場合は、追加先の打合せ簿を選択してく

ださい。 

1 
 

2 

3 

2. 発行日付、受理日付の入力 

発行日付、受理日付の初期値には、「ファイ
ルの更新日」が初期値として設定されます。 

必要に応じて、日付を修正します。 

日付を修正するファイルを選択しま

す。 

［発行日付］と［受理日付］を修正

します。 

［終了］をクリックします。 

1 

2 

3 

 

 登録済みの打合せ簿 
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3 - 7  
 

電子納品ツールのデータを保存する 

1 
 

2 

［保存］のアイコンをクリックします。 

［名前を付けて保存］ダイアログが表

示された場合は、保存するフォルダー

とファイル名を指定して、［保存］をクリ

ックします。 

2 

1 

75 



 電
子
納
品 

４ 

納
品
チ
ェ
ッ
ク 

4 - 1  
 

納品チェックを行う 

4 
 

納品チェック 

作成した電子納品データにエラーがないかチェックしましょう。 

納品チェックを行います。 

 
 

1 
 

3 

4 

5 

3 

 各項目の詳細については、ヘルプを参
照してください。 

またチェックの内容については、選択さ
れている要領案の条件が設定されてい
るので受発注者間での協議などに従っ
て変更してください。 

5 

［ツール］をクリックします。 

チェック内容やチェック対象ファ

イルについて設定します。 

［OK］をクリックすると、チェック

が開始されます。 

チェック結果が表示されます。 

1 

2 

4 

2 
 

［納品チェック］をクリックします。 
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 直接修正できないエラーも 
   あります 

エラーの中には、直接修正できない

ものがあります。 

この場合は「エラー一覧を出力して

修正」（P.80）の手順で修正してくだ

さい。 

4 - 2  
 

エラー箇所を修正する 
チェック結果は、［XML］［ファイル］［関連付け］［CAD（内容）］［CAD（要素）］のタブに分けて表示されます。 

各タブのエラーを切り替えて確認・修正します。 

[関連付け] タブ 登録ファイルとオリジナルファイルの関連付けのエラーが表示されます。 

[CAD（内容）] タブ CAD製図基準（案）による図面のエラーが、内容別にまとめて表示されます。 

[XML] タブ 管理項目のエラーが表示されます。 

[ファイル] タブ 登録ファイルのエラー（PDFのしおり、実体ファイルの有無、写真の画素数、 
写真の改ざん等）が表示されます。 

[CAD（要素）] タブ CAD製図基準（案）による図面のエラーが、要素別（文字・線など）に表示されます。 

1 
 

2 

3 

エラーをクリックします。 

エラー箇所が選択されます。 

エラーを修正します。 

1 

操作例では［XML］タブのエラーを修正します。 
［XML］タブのエラーはチェック結果の画面で直接修正することができます。 

2 

3 

 もう一つのエラーも同様にして
直接修正します。 
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 禁則文字の一括変換 

管理項目内の禁則文字は、一括変換して修正することができます。 

1 
 

2 

3 

禁則文字を一括修正するに

は、［禁則文字一括変換］をク

リックします。 

［変換実行］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 
 
管理項目内の禁則文字が、

一括修正されます。 

1 

2 3 
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 住所情報を修正する 

住所情報はチェック結果の画面で直接修正できます。 

4 
 

1 
 

2 

3 

エラーをクリックします。 

エラー箇所が選択されますので、

データをクリックします。 

エラーを修正します。 

4 

1 

2 

3 

残りのエラーも同様に修正します。 
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 エラー一覧を出力して修正 

納品チェックで直接修正できないエラーは「エラー一覧」を作成しておき、納品チェックを終了してから 

各ファイルのエラーを修正します。 

1 
 

2 

3 

4 

［ファイル出力］をクリックします。 

［出力形式］で「EXCEL形式」

を選択します。 

［OK］をクリックします。 

2 

 EXCEL形式を選択すると、エクセルで
作成されます。 

 作成されたエラー一覧を参考にし
て、各ファイルや管理項目を修正
してください。 

保存場所とファイル名を指定し

て［保存］をクリックします。 

 インデックスから起動した場合は、 
「エラー一覧」の出力先を 

・インデックスの工事成果 
・任意のフォルダー 

から選択してください。 

1 

5 ［OK］をクリックします。 

「エラー一覧」が作成されます。 

作成されたエラー一覧を参考に

して、各ファイルや管理項目を修

正します。 

5 

4 

3 
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 エラー内容：「～にオリジナルファイルが関連付けされていません。」の対処方法 

このエラーは、登録ファイルを削除したのに管理情報だけが残っている場合に表示されます。 

 

 

 

 

対処方法 

納品チェックで表示されたエラーをダ

ブルクリックすると、ダイアログが表示

されます。 

（右図は打合せ簿の場合） 

この中でオリジナルファイルが登録さ

れていない打合せ簿（先頭に「未」と

表示）を探して削除します。 

 

 

 

（施工計画書フォルダも同様です。） 

 エラー内容：「格納場所にファイルがありません。」の対処方法 

このエラーは、登録ファイルの保存先が変更されたり、ファイル名が変更されたことにより「リンク情報」が切れた場

合に表示されます。 

 

対処方法 

「リンク情報」が切れたファイルは、登録ファイルの先

頭に表示されるアイコンが表示されなくなります。

（右図参照） 

 

 

この場合はファイルを右クリックして表示されるポッ

プアップメニューの［リンク先変更］コマンドで、ファイ

ルを指定し直します。 

またはポップアップメニューの［削除］コマンドで、フ

ァイルの登録を削除します。（右図参照） 

 

 

リンク情報が 
切れたファイル 

 

ファイルの 
登録を削除 

 

リンク情報の 
修正 

 

 

ダブルクリック 

空 

 

「オリジナルファイルリスト」 
 が、空の打合せ簿を削除 
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 登録ファイル内の禁則文字もチェックできます 

［ツール］－［禁則文字チェック］コマンドを実行すると、

登録ファイル（実ファイル）内の禁則文字がチェックされ

ます。 

ただしチェックのみで、修正は各アプリケーションでおこ

なってください。 

またチェックできるファイルは、拡張子が 

 .DOC .DOCX .XLS .XLSX .TXT .PDF 

 .JTD .JTT .JFW .JVW （一太郎 Ver8～2010） 

のものに限ります。 

主な機能 

［アプリケーションから起動］ボタン 

一覧で選択されているファイルを各アプリケーション
で開きます。 

［ファイル出力］ボタン 

一覧を CSV 形式のファイルで出力します。 

［再検索］ボタン 

禁則文字チェックをやり直します。 

 禁則文字が含まれるファイルが一覧表示さ
れます。 

ファイル毎に（ファイルの区切りをわかりやす
くするために）文字の背景が白・青交互に
表示されます。 

また1ファイルに付き最大5分類（半角カナ・
全角英数字・記号・漢字1・漢字2）に分け
て表示します。 
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5 - 1  
 

納品データを出力する 

5 
 

納品出力 

電子納品データをCD/DVDに出力し、電子媒体納品書を作成して、電子納品データを完成させましょう。 

電子納品データをCD/DVDに出力します。 

 
 

［納品出力］をクリックします。 1 
 

1 

4 

2 

3 

5 

出力先を設定します。 2 

［CD/ＤＶＤメディアに書き込む］の 

チェックをクリックしてオンにします。 
3 

メディア種類で、電子納品データを 

書き込むメディアの種類を 

「CD 640MB」「CD 700MB」 

「DVD 4.7GB」から選択します。 

分割サイズには、電子納品データを 

書き込むメディアのサイズ（容量）を 

入力します。指定した分割サイズより

データが大きくなる場合は、複数 

メディアに分割されます。 

［OK］をクリックします。 4 

［はい］をクリックします。 5 

ビューアについて教えてください。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子

納品）.pdf」の「20 ビューアについて」

（P.47）を参照してください。 
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10 

8 

空のＣＤまたはＤＶＤを
セットします。 

6 

7 

［OK］をクリックします。 6 

ＤｉｓｃＷｒｉｔｅｒが起動します。 

表示される内容を確認します。 
7 

空のＣＤまたはＤＶＤをコンピュータに 

セットします。 
8 

9 

10 

 

［書き込み開始］をクリックします。 9 

メッセージに従って、ＣＤまたはＤＶＤ

を作成します。 
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市販のライティングソフトを使用する 

市販のライティングソフトを使用することもできます。 

市販のライティングソフトを使用する場合は、［電子納品出力］ダイアログの［CD/ＤＶＤメディアに書き込む］のチェック

をオフにしてください。 

 

 

ＤＩＳＫ1が作成されるので、「ＤＩＳＫ1」フォルダー内を 
ＣＤまたはＤＶＤにコピーしてください。 
（「ＤＩＳＫ1」フォルダーごとコピーすると、エラーになり
ますので、注意してください。） 

納品データを CD/ＤＶＤメディアに書き込みたいのですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「21 納品データをＣＤ/ＤＶＤメディアに書き込む」

（P.49）を参照してください。 

85 



 電
子
納
品 

５ 

納
品
出
力 

5 - 2  
 

電子媒体納品書を作成する 
作成した電子納品データ用の電子媒体納品書を作成します。電子媒体納品書はExcel形式で出力されます。 

1 

［納品書］をクリックします。 1 
 

3 

2 

4 

5 

6 

7 

受注者の住所など 
必要事項を追記の上 
プリンターで印刷して 
ください。 

出力先で［任意に指定して出力］を 

選択します。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

保存する場所を選択します。 4 

ファイル名を入力します。 5 

［保存］をクリックします。 6 

［OK］をクリックします。 7 
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データを保存する 
データを保存します。 

［ファイル］をクリックします。 1 
 

1 

2 

5 

3 

4 

［上書き保存］をクリックします。 2 

保存する場所を選択します。 3 

ファイル名を入力します。 4 

［保存］をクリックします。 5 
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1 写真の挿入・削除 

写真管理から連動して作成した 

アルバムを、編集してみましょう。 

アルバム編集 

 

 
写真管理からの連動ではなく、直接アルバムを作成する方法を 

教えてください。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「22 写真管理からの連動ではなく、 

直接アルバムを作成する」（P.52）を参照してください。 
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1 - 1  
 

写真を取り込んで、写真一覧に挿入する 

1 
 

写真の挿入・削除 

作成されたアルバムに写真を挿入・削除してみましょう。 

操作例では、写真を取り込んで、写真一覧に挿入後、エリアを入れ替えてみましょう。 

エクスプローラーから写真を取り込んで、写真一覧に挿入します。 
操作例では、以下のような手順で解説します。 

①最終ページの後にページを追加する 

②エクスプローラーから写真を取り込む 

③取り込んだ写真を写真一覧に挿入する 
 

①最終ページの後にページを追加する 

最終ページをクリックします。 1 

［ページの挿入］をクリック

します。 
2 

1 

2 

最終ページの後にページが

追加されます。 
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②エクスプローラーから写真を取り込む 

［エクスプローラー］をクリックします。 1 
 

1 

3 
2 

エクスプローラーで、取り込む写真を選択 

します。 
2 

写真を取り込む場所まで、ドラッグ＆ドロップ 

します。 
3 

選択した写真が

取り込まれます。 
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③取り込んだ写真を写真一覧に挿入する 

写真を挿入するページ 

のチェックをクリックして、 

ページをロックします。 

ロックされているときは、 

鍵マークが表示され 

ます。 

1 
 

1 
 

 

 

クリックすると、鍵マークが表示 

されページがロックされます。 

ロックページとは、ページ送り 

などで移動せず、固定で表示 

されているページです。 

2 3 

4 

写真が挿入

されます。 

［次頁］をクリックして、 

挿入する写真のページ 

を表示します。 

2 

［挿入モード］を選択

します。 
3 

挿入する写真を選択 

して、挿入する場所まで 

ドラッグ＆ドロップします。 

4 
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1 - 2  
 

不要な写真を削除する 
不要な写真を削除します。 
 

1 

2 

ロックしたページの 

チェックをクリックして 

ロックを解除します。 

1 
 

不要な写真を削除する 

ページをクリックします。 
2 

4 

3 

3 

不要な写真を選択 

します。 
3 

［写真の削除］をクリック 

します。 
4 
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5 

6 

同様に不要な写真を 

選択します。 
5 

［写真の削除］をクリック 

します。 
6 

既存のフォームを編集して、アルバムフォームを作成したいのですが。 

「022_ナビちゃんのつぶやき（写真・電子納品）.pdf」の「2５ 既存のフォームを編集して、アルバムフォームを 

作成する」（P.68）を参照してください。 
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1 - 3  
 

不要なページを削除する 
不要なページを削除します。 

［専用］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 

4 

6 

［ページ］をクリックします。 2 

［一括削除］をクリックします。 3 

削除するページのチェックをオンにします。 4 

［OK］をクリックします。 5 

［はい］をクリックします。 6 
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